
 

 

「本」に思うこと～ルリユールという仕事を知って～ 

看護学科 看護学第三講座 

教授 澤田 いずみ 

 

本のデジタル化が進み、紙の本が減少し、まちの本屋さんが消えていく時代、

「本」に関わる絵本を紹介したいと思います。いせひでこ の作品「ルリユール

おじさん」です。「ルリユール」とは、フランス語で“手作りの製本”を意味し

ます。フランスではルイ 14 世の定めにより「印刷」「製本」「出版」をひと

つの会社で行うことが長い間禁じられていたため、「製本・装幀」を専門と

する職人「ルリユール」がいるそうです。   

物語は、木をこよなく愛する少女ソフィーの植物図鑑がばらばらに壊れ

てしまうところから始まります。ソフィーは街じゅうをまわってルリユールを探し、修理を依頼しま

す。ルリユールおじさんは預かった本を丁寧に製本していきます。絵本には、父から伝授されたルリ

ユールの技の一つ一つ、それをのぞきこむ青いワンピースのソフィー、街角に生えるアカシヤの木々

が、アクリル画で描かれています。いせひでこの「青」は本当に美しいと読むたびに思います。つい

に図鑑は出来上がり、表紙はソフィーのお気に入りのアカシヤの木、裏表紙は森の色、そして、表紙

には金の文字で「ソフィーの木たち」とタイトルが刻まれ、生まれ変わったその本がおじさんの店頭

に飾られていました。ソフィーはその図鑑を抱きしめ、椅子で読み、地べたで食い入るように眺めま

す。もう二度と壊れることはなかったその図鑑とともに少女は成長し、植物学の研究者になりまし

た。 

この絵本は、私に「本」とは何かを改めて教えてくれました。現在、情報は常に刷新され、紙カー

ド検索だった時代が滑稽に思えるほどにデジタル技術は最先端の知見の検索を容易にしました。多

くの書物はあっという間に情報の価値を失ってしまいます。このような時代、フランスでもすべての

工程を行えるルリユールは一桁にまで減少したそうです。そんな時代にあっても、私たちには“手放

せない本”があるのではないでしょうか。私たちの問いに答え続け、読み込むほどに価値を増し、時

代を超えて普遍的な知を与え続けてくれている本。大きさ、厚さ、重さ、紙質、匂い、ページの音、

表紙の色、デザイン、そして手触りがそれぞれに異なる本。時とともに劣化していく姿もまた、自分

と重ねて愛おしく感じます。 

図書館にはたくさんの和雑誌、洋雑誌が製本されて保管されています。雑誌ごとに異なる色の厚い

表紙に金や白の文字が刻まれています。整然と並んだその光景は圧巻です。この絵本を読んだ後は図

書館に行くと知の巨人たちに囲まれているような厳かな安心感をより一層覚えるようになりました。

オンライン化がすすみ、図書館に足を運ぶことは少なくなりましたが、その光景はゆるぎない知の拠

点としていつも私の意識の中に位置づいています。巻頭言に求められていた新たな構想など思いつ

きませんが、図書館のラウンジに個性あふれる絵本のコーナーがあったなら、もっと足を運ぶかもし

れないなとふと思いました。素敵な司書さんが登場する「としょかんライオン」がおすすめです。  
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・いまお使いの「図書館カード」は、引き続きご利用できます。 
・６月１日時点で「図書館カード」をお持ちでなく、特別開館に利用を希望される場合は、 
・申請をお願いします。 
・IC職員証の紛失や破損等は、総務課人事係（大学管理棟3階）へお申し出ください。 

利用サービス  内線: 24170／24180  Email: libserv@sapmed.ac.jp 

６月１日より、IC職員証で図書館を利用できるようになりました。 
これまでは個別で図書館カードの申請・受取が必要でしたが、職員証と一体化した 

ことにより、職員証を受け取ったその日から図書館を使うことができます!! 
ますます身近になった図書館へ、どうぞお越しください。 

*特別開館に利用する場合は図書館カ-ドを使用するため、別途申請が必要です。 

申請不要!!(*) 

Point 1 Point 2 
タッチで入退館!! 

Point 3 
本の貸出も可!! 

【学生証】 
申請不要 

【IC職員証】 
申請不要 

図書館で使用する 
ICカード/磁気カード 

【入退館ゲート】 

・学生証 
・図書館カ-ド 

・学生証 
・IC職員証 
・図書館カード 

[閉館] 

9:00 20:15 
[通常開館] 

20:00 
[特別開館] 

翌朝 9:00 

【自動ドア】 

【図書館カ-ド】 
要申請▼ 

（夜間･休日に使用する場合） 

医学書院が提供する、Web 
 

上で試験問題を受けられる 
「公開テスト」が本年４月にスタート!!【対象: 国試(看護師)受験者】 
 

本学の学生はどなたでも無料なので、ぜひご利用ください。 
 
 ■実施期間：令和7年4～7月 
 ■実施回数：全11回  
 ■受験方法：図書館HPでお知らせしています。 

公開テスト実施中 

[特別開館]平日20:15～翌朝9:00および土日祝終日 
[特別開館]（短縮開館時は平日17:15～翌朝9:00） 入退館ゲートの開閉は24時間必要です!! 

／ 
 お 知 ら せ 
 ペ ー ジ は 
 こちらから 
＼ 

図書館カードの申請は 
＼  こちらから  ／ 

【学内者専用】 

6/1 
Start 

職員番号をお持ちの方 

医 
学 

書 
院 

国試（看護師）受験予定の方 



図書館では、

科研費関連図書を

各種所蔵しています。

ぜひお気軽にご来館ください！

■二次元バーコードを読み取り後「本文あり」をタップすると閲覧ページへ

　アクセスできます。

■学内環境またはリモートアクセス(要:SAINSアカウント)でご利用ください。

■同時アクセス数は1名です。

　閲覧できない場合は、時間を空けて再度アクセスしてください。

その他の

科研費電子ブックは、

図書館ホームページの

「統合検索（PIRKA）」

から検索してください。

狙って獲りにいく！

科研費採択される

申請書のまとめ方

科研費

申請の赤ペン添削

ハンドブック

第３版

いつでもどこでも利用できます

が

学内者限定！

科研費

獲得の方法とコツ

改定第8版

【７月新着予定】

科研費

獲得の方法とコツ

第9版

科研費図書

図書館２階に、

「科研費図書コーナー」をご用意しております。

科研費図書の貸し出しのほか、科研費図書の電子版へ

アクセスすることのできる二次元バーコードが印刷

された電子ブックカードも無料配布中です。



情報センターセキュリティ便り ～偽サポート詐欺に注意！～  

 

 昨今、「偽サポート詐欺」の件数が大幅に増加しています。これは誰しもが遭遇する可能性の 

ある詐欺であるため、知識を身につけておく必要があります。 

■偽サポート詐欺とは？ 

  webを利用中に突然、ウイルス感染を知らせる画面を表示し、不

安を煽る警告音とともに「サポートへ電話してください」などの対処

を求めることで、最終的にターゲットから個人情報や金銭を窃取する

詐欺です。 

一見本物のサポートからの通知に見えますが、正規のサポートは突

然電話をかけさせたり、ソフトをインストールさせたりするようなサ

ポートは行いません。 

■電話をかけてしまうとどうなる？ 

  公式サポートを名乗る人間が対応してきます。様々な理由を付けて、ＰＣを遠隔操作するソ

フトをインストールさせられ、サポート費用として高額な費用を徴収します。インストールさ

せられたソフトでＰＣを遠隔操作されることで、内部情報も抜き取られます。 

■対応策 

 ・表示された番号には絶対に電話をしない！ 

（警告画面が表示された段階では、まだ何のウイルスにも感染していません） 

・「Esc」を長押し or「Alt」+「F4」キーを押して表示を消す。それでも消えない場合は 

PC をシャットダウン（電源長押し）！ 

・もし相手の指定するソフトをインストールしてしまった場合は、直ちにネットワークを 

切断し、情報センターへ連絡する！ 

 

お問い合わせは以下の連絡先までお願いします。 

総務・システム係 内線: 22390/22490 Email: icccj@sapmed.ac.jp 

 

 

◆総合情報センターへのお問い合わせ先 

お問い合わせ内容 内 線 E-mail 照会先 

図書館の利用に関すること 24240 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

文献複写依頼に関すること 24250 illr@sapmed.ac.jp 利用サービス（カウンター） 

図書・雑誌に関すること 24230 book@sapmed.ac.jp 図書係 

札幌医学雑誌に関すること 24160 satuisi@sapmed.ac.jp 図書係 

メールアドレス、LAN への機器接続に関すること 22390 icccj@sapmed.ac.jp 総務・システム係 

図書館へのご意見・ご要望に関すること 24170 libserv@sapmed.ac.jp 利用サービス 
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